
海外安全対策情報（平成３０年４月～６月） 

                            
 

１．地域情勢 

（１）デトロイト市（ミシガン州） 

MLBタイガースの本拠地コメリカパークなどが所在するダウンタウン、NBLピストンズな

どの本拠地となったリトルシーザース・アリーナやデトロイト美術館（DIA）が所在する

ミッドタウンを中心に治安は回復傾向にあります。2017年中に市内で発生した殺人事件数

も、過去50年間で最小となる267件（前年比38件減）となりました。 

一方で、上記エリアを除く地域では、依然として殺人や強盗等の凶悪犯罪が多発してい

ます。また、ダウンタウンやミッドタウンでも人通りが少なくなる深夜帯には強盗、銃撃

事件が発生しています。 

デトロイト市の治安は回復しつつありますが、依然として凶悪犯罪が多発する全米有数

の危険な都市であることを念頭に、廃墟が残る地域には興味本身等で立ち入らず、ダウン

タウンやミッドタウンでも深夜の外出は控えるよう注意して下さい。 

 

（２）コロンバス市（オハイオ州） 

   人口の増加に伴い治安も悪化傾向となっています。2017年中には過去最悪となる殺人事

件143件（前年比52件増）が発生しました。 

凶悪犯罪の多くは貧困層が集まるエリアで発生しており、ダウンタウンの治安に問題は

ありませんが、いずれの場所においても深夜の外出は控える、強盗等に遭った際は抵抗し

たり、犯人を追いかけない等、犯罪に対する基本的な警戒は怠らないようご注意下さい。 

また、ナイトクラブでのギャンググループ等による銃撃事案も散発していますので、極

力立ち入らないよう注意して下さい。 

 



（３）その他の地域 

邦人が多く居住するノバイ市（ミシガン州）やダブリン市（オハイオ州）等の治安は良

好ですが、邦人が被害者となる車上荒らしが発生していますので、車内には貴重品やバッ

グ等は置かない等、基本的な防犯対策にはご注意下さい。 

 

２．犯罪発生状況 

  主要都市と邦人が多く居住する地域の犯罪発生状況（件数）は以下のとおりです。 

（期間：2018年4月1日から6月30日。括弧内は昨年同期比） 

州 都市名 殺人 性犯罪 強盗 侵入盗 車上荒らし 自動車盗 

ミ

シ

ガ

ン

州 

デトロイト 
69 

(±0) 

217 

(+109) 

600 

(-18) 

1842 

(-244) 

1658 

(+430) 

1575 

(-531) 

ノバイ 
0 

(±0) 

0 

(±0) 

2 

(±0) 

6 

(-6) 

19 

(-17) 

4 

(-11) 

アナーバー 
2 

(+2) 

16 

(-1) 

14 

(+2) 

56 

(-11) 

54 

(+1) 

13 

(-16) 

オ

ハ

イ

オ

州 

ダブリン 
0 

(±0) 

0 

(±0) 

6 

(+6) 

41 

(+31) 

74 

(+25) 

16 

(-28) 

コロンバス 
32 

(-6) 

12 

(+1) 

488 

(-194) 

1438 

(-499) 

1813 

(-384) 

821 

(-130) 

シンシナティ 
20 

(+4) 

80 

(+23) 

90 

(-58) 

480 

(-37) 

644 

(-121) 

333 

(-30) 

 

 

３．テロ情勢 

  オハイオ州クリーブランドにおいて、７月４日の米国独立記念日を狙ったテロ計画を治安 

当局が未然に防いだという報道がありました。逮捕された犯人は米国人で、独立記念日のパ 

レードで人が多数集まる場所に爆弾を積んだ車を停める候補地を下見していたとのことで、 

改めて人が集まる場所が狙われやすいことがわかりました。 

ミシガン州での具体的な脅威情報には接していませんが、米国内の各地で銃乱射事案も発 

生しており、当地の治安当局も「個人によるテロを完全に阻止することは困難で、いかなる 

場所でも注意は常に必要」との見解を示しています。 

イベント会場やショッピングモール、空港など多数が集まる場所では、特に周囲の状況に 

配意し、挙動不審な者や置き去りのバッグなど不審を感じた際は、その場を離れるようにし

て下さい。 

また、事件に遭遇した場合は被害を最小限に抑えるため、警察官等の指示に従い行動する、

パニック状態となった群衆の中で負傷するおそれもあるので、周囲がパニック状態になって

も冷静を保つよう努める等に留意して下さい。 

事件の形態別の注意事項については以下のとおりです。 



【車両突入の場合】 

○ガードレールや街灯などの遮へい物がない歩道では危険が増すことに留意する。 

○遮へい物がない歩道ではできるだけ道路側ではなく建物側を歩く。 

【爆弾，銃撃等に遭遇した場合】 

○その場に伏せる。あるいは頑丈なものの陰に隠れる。 

○周囲を確認し、可能であれば銃撃音等から離れるよう、速やかに低い姿勢を保ちつつ

安全な場所に避難する。出入口に殺到して将棋倒しなどの二次的な被害に遭わないよう

注意する。 

 

４．邦人や日系企業の安全等に関わる国内情勢 

  抗議活動やヘイトクライムなど対日感情の悪化に関係する事案は把握していません。 


